
 

 

 

 

 

 

 

 

 

先日 81 歳の友人の葬儀に参列しました。 

このかたは新聞記者として活躍されていましたが、双極性感情障害を発症し躁鬱を繰り返

していました。30 年も前になりますが彼とは「障害」とは何かについてよく話しをし、私

が「障害」のある人もない人もと言うと「違う」とおっしゃり、すでにある人もまだない

人もというべきだと力説。彼自身の貴重な当事者体験から話して下さったこともあり、確

かに精神の「障害」は誰れでも持ちうる可能性が大であると納得し、この表現は私の胸に

ストンと落ちたのでした。 

時代は流れ現在は、様々な背景を持つあらゆる人が排除されないことを意味するインク

ルーシブや地球上の「誰一人取り残さない」ことを誓う SDGs の理念が語られるようになり

なりました。すでにあるとまだないの表現はその潮流の先駆けであったのだとあらためて

亡き友人の先見の明に脱帽しています。（A） 

 

 

 

 

待ち望んだ納涼祭が開催されます。実に４年ぶり、長かった～。 

コロナ感染が広がる中で、“来年こそは” と何度思い続けたか‥‥  

開けない夜はないですね。7 月 26 日（水）午後 6 時 30 分～ 

午後 8 時の時間帯にて開催いたします。雨天時は 8 月 2 日に順延 

予定です。 

今回はコロナ前同様の規模で行う予定で、踊りに、花火に、屋台を揃えて、地域の  

お子様、皆様を歓迎いたします。今回は中庭にイスを増やしたり、地域の就労系事業  

所に食べ物屋台をお願いしております。感染対策に留意して、皆様のお越しをお待ち  

しております。 
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